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健
康
志
向
が
高
ま
り
、境
港
市
の
「
き
た
ろ
う
体
操
」

目
標
は
み
ん
な
の
健
康
！

大だ
い
せ
ん山
賛さ

ん

歌か

体
操
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

や
米
子
市
の
「
よ
な
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
体
操
」
な
ど
、
自
治
体
が

作
る
ご
当
地
体
操
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
山
町
で
も
住
民
に
な

じ
み
の
あ
る
曲
で
健
康
体
操
を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
・
・
と
の

思
い
が
実
現
し
、
鳥
取
県
と
鳥
取
大
学
の
協
力
の
も
と
、
昨
年

9
月
か
ら
町
民
12
人
で
構
成
す
る
制
作
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
、「
大
山
賛
歌
体
操
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
4
月
に
は

普
及
員
養
成
講
習
会
が
開
か
れ
、
20
人
が
町
長
か
ら
修
了
証
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
現
在
は
大
山
賛
歌
体
操
普
及
員
や
愛
育
委

員
を
中
心
に
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
操
は
2
種
類
で
、
若
い
世
代
向
け
に
健
康
づ
く
り
や
生
活

習
慣
病
予
防
に
役
立
つ
「
健
康
づ
く
り
編
」
と
、
高
齢
者
向
け

に
介
護
さ
れ
な
い
た
め
の
体
を
つ
く
る
「
介
護
予
防
編
」
で
す
。

今
回
は
「
健
康
づ
く
り
編
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
、
覚
え
や
す
い
内
容
で
す
。
自
分
自
身

の
健
康
の
た
め
に
大
山
賛
歌
体
操
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

普及員養成講習会で理学療法士の指導を受ける受講者のみなさん。

最終日には山口町長から 20人に修了証が手渡されました。
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大
だいせん

山賛
さ ん か

歌体操
　健康づくり編

　体操の前に

　　○体調が優れないときは無理しないようにしましょう。

　　○体操前・中・後には、水分補給をしましょう。

　　○片足立ちの体操は、転倒する可能性があります。

         壁など動かない物に掴まって行いましょう。

その①

を紹介します

①深呼吸（4回）

大きく体を反らしながら胸を広げて息

を吸う（その反対の運動で息を吐く）

♪前　奏　 ♪あなたがもしも　 一人になって　 静かにこころを

見つめてみたい
その時は大山に行こう

上体を起こし

大山のように手を

高く上げて

②スクワット 　烏天狗

大きく横に手を

広げて伸ばす

 ようこそ

見どころたっぷり

の大山へようこそ

片足立ちで

上体をゆっくり動かす

（左右対照的に各1回）

キャラボクの緑葉が
あなたの寂しさを

④僧兵のやりつき

足を斜め前に大きく

踏み出し、その方向に

やりをつく格好をとる

（左右対照的に各1回）

包んでくれる

しゃがみ込んだ状

態から一挙に爆発

するように上方に

手を広げる

そう大山は

指を広げて手を重

ね、腕を出来るだ

け高くした状態で

息を吐きながらお

腹を凹ます

⑥上へのびる

緑が
いっぱいだから

上から吊られる

状態から腰周り

を絞るように上

体をひねる（左

右対照的に各1回）

⑦上体ひねり⑤爆発する様子

大きく腕を振り

踏み台昇降

（2番は右足から

 3 番は左足から）

①踏み台昇降

　１番

　２番、３番

♪あなたがもしも
　　　～てみたい

その時は大山に行こう
　　　　　～てくれる

そう大山は
　～がいっぱいだから

片足を台に乗せ、両手でオールを力強く漕ぎ

ながらもう片足を上げたり下ろしたりする

（足が下りている時は両手を前に伸ばし

  足を上げる時は両手を引き胸を張る）

②オール漕ぎ

上肢は脱力した状態で左右

の肩から下ろした垂直線で

重心をキャッチボールする

ようなイメージで行う

②左右にゆれる

③「イ」の字バランス
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高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
か
ら
募

集
し
た
27
人
の
交
流
参
加
生
徒
と
有

志
の
保
護
者
で
ハ
ン
グ
ル
の
語
学
研

修
会
を
行
う
な
ど
、
交
流
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

共
に
汗
を
流
し　

大
山
頂
上
へ
！

　

７
月
29
日
に
大
東
中
学
校
一
行
35

人
が
大
山
町
を
訪
れ
、
両
校
の
交

流
が
大
山
青
年
の
家
で
始
ま
り
ま
し

た
。
初
日
は
20
周
年
記
念
式
典
と
歓

迎
式
典
を
行
い
、
町
長
と
船
越
延
子

校
長
の
歓
迎
の
言
葉
、
そ
し
て
大

東
中
学
校
の
黄

フ
ァ
ン

光
ク
ァ
ン

珠ジ
ュ

校
長
の
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
記
念
品
の

贈
呈
や
作
品
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
２
日
目
は
大
山
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
大
山
を
登
山
し
、
声
を
か
け

きょういく
 通 信
学校教育課
☎0859‐54‐5211

叙
勲
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

茂
しげふく

福　實
みのる

さん（88）大山町御来屋

教育功労　元 公立中学校長 

　

昭
和
22
年
に
鳥
取
県
地
方
教
官
に

任
命
さ
れ
て
以
来
、
中
学
校
教
諭
、

中
学
校
校
長
と
し
て
32
年
間
の
永
き

に
わ
た
り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

調
和
の
と
れ
た
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
教
育
実
践
と
活
力
あ
る
学
校
経

営
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
教
員
退
職
後
は
昭
和
54
年
か

ら
名
和
町
教
育
長
と
し
て
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
推
進
に
努
め
、
教

育
行
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

互いのきずな深め合う
  名和中学校日韓親善交流 20周年

釜
山
市
の

大テ

東ド
ン

中
学
校
と
の
交
流

　

名
和
中
学
校
の
日
韓
親
善
交
流
は

今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
交
流
で
は
こ
れ
ま
で
４
０
０
人
を

超
え
る
日
韓
の
中
学
生
が
お
互
い
の

中
学
校
を
訪
れ
、
国
際
交
流
の
架
け

橋
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
東
中
学
校
を
迎
え
る
た

め
に
国
際
理
解
講
演
会
を
行
い
、
全

校
を
あ
げ
て
国
際
交
流
へ
の
意
識
を

合
い
な
が
ら
全
員
が
登
り
ま
し
た
。

夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し

て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
３
日
目
に

は
名
和
中
学
校
の
前
庭
に
釜
山
市
の

花
の
ツ
バ
キ
を
記
念
植
樹
し
、
３
日

間
の
交
流
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

〜
生
徒
の
感
想
〜

＊
私
は
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
、
少
し
で
も

し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
と
思
い
交

流
に
臨
み
ま
し
た
。
最
初
全
く

話
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
大

山
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
交
流
で
、
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
し
ゃ
べ
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
大

山
登
山
で
韓
国
の
人
に
大
山
の

頂
上
か
ら
の
景
色
を
見
て
も
ら

え
た
こ
と
で
す
。
頂
上
で
見
る

景
色
は
と
て
も
き
れ
い
に
見
え

ま
し
た
。

＊
外
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
楽
し
く
過

ご
せ
た
り
、会
話
が
で
き
た
り
、

楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
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　大山会場　８月２７日（水）　参加者　２２人

○ 統合して大人数になり目が行き届かなくなっては困る。

○ 幼稚園の設置も一緒に検討してほしい。

○ 保育所だけではなく子育て支援センターが近くにほしい。

○ 保育所に預けずに家で子どもを見ている人の声も聞いてほしい。

○ 送迎の負担が増えることについて、園児バスも考えてほしい。

○ 子どもたちのためにいい保育所になるのなら統合もよい。

○ 人数が増えると人間関係が広がりたくましく育つとあるが、逆に大人数の中では人

    間関係が作りにくい子もいる。

○ 中山地区は最終的に１園になると、小学校も１つなので人間関係が固定化するので

    はないか。

○ 耐震性、安全性は問題ないか。 

○ 小中学校の統合も含め、大山町全体の子育ての体制を考えながら進めてほしい。

○ 大山地区でも病後児保育をしてほしい。

○ 看護師を配置してほしい。

　名和会場　８月２８日（木）　参加者　３７人

○ 名和保育所が閉園予定のわけを、納得がいくように説明してほしい。

○ 未満児の入所希望が増えているが、閉園するのなら受け入れ態勢を整えてからにし

    てほしい。

○ 閉園した場合は、どこへ行くのか。希望を聞いてほしい。振り分け方の基準を示し

　 てほしい。

○ 子どもの立場で考えると、子どもは人数が多いほうが楽しく、友達もできる。

〇 保育所は地区で一つにしてはどうか。どうせならいいものを一つ建ててほしい。

○ 耐震性、安全性は問題ないか。

○ 保育士の労働環境もよくして、適正を備えた人を確保して、質の高い保育をしてほ

    しい。

〇 保育士の意見もしっかり聞いて進めてほしい。

　中山会場　８月２９日（金）　参加者　２９人

○ 上中山保育所が閉園となれば、地域が寂しくなる。

○ 上中山保育所にいる未満児が、下中山・逢坂保育所に入所できる態勢を整えてほしい。

○ 送迎の負担が大きくなるので、園児バスを運行してほしい。

○ 多人数で切磋琢磨するのがいいといわれるが、四六時中それが必要か。一人ひとり

    を大事にする保育をお願いする。

○ 中山から町外への通勤時間を考えると不便。最初から１園にして条件をよくしてほしい。

○ 子どもたちに今以上の保育をしていただけるのなら統合してもいい。

○ 中山地区には子育て支援センターがない。

○ 病後児保育もしてほしい。

○ 耐震性、安全性は問題ないか。

○ 上中山保育所の園児が、来年度から下中山保育所や逢坂保育所に入所希望して上中

　 山保育所が存続できないということはないか。その場合には、保護者に説明をしてほしい。

きょういく通信

「保育所のあり方を考える会」で出た質問・意見（要約）

町
内
10
園
の
保
育
所
の

　
　

あ
り
方
を
考
え
る

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、「
保
育
所
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
」
を
町
内
３
会

場
で
開
き
ま
し
た
。
出
席
者
は
延
べ
88
人
。
出
席
者
の
多
く
は
保
育
所
の
保
護
者
で
一

般
の
方
の
参
加
は
少
数
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
ご
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
来
年
度
以
降
の
保
育
所
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
・
質
問
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

幼児教育課
☎0859‐54‐5219
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きょういく通信

「大山学」講座 のお知らせ

会　場　：  大山公民館（末長２６９－１）

「大山寺の歴史」

問い合わせ先：  大山公民館

　　　　　　　 ☎０８５９－５３－３００３

社会教育課
☎0859‐54‐5212

第６回

入場無料   
※「大山学」とは？

　自分の住む地域の歴史や文化、産業、

自然を見つめ直し、地域の魅力や可能

性を発掘する講座です。

日　時    ： 10 月 14 日（火）　午前10 時から

１０月の「大山学」では、大山寺の歴史について、

大山寺円
えんりゅういん

流院 住職 大
おおだて

館宏
こうゆう

雄 氏を講師にお迎えし

て学習します。

沖
縄
の
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ

大
山
町
・
嘉
手
納
町
人
材
育
成
交
流

漆
しっくい

喰シーサーを製作中
海のランプ作り

「因伯の塔」へ千羽鶴を奉納

　

合
併
前
の
大
山
町
と
沖
縄
県
嘉
手
納
町

が
、
と
も
に
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
に

な
っ
た
こ
と
が
縁
で
毎
年
交
互
に
訪
問
し
て

い
る
こ
の
事
業
。
冬
の
嘉
手
納
町
か
ら
の
訪

問
か
ら
始
ま
り
、
夏
に
嘉
手
納
町
へ
行
く
の

は
、
今
年
が
20
回
目
で
し
た
。

　

大
山
小
学
校
４
人
、大
山
西
小
学
校
６
人
、

名
和
小
学
校
２
人
、
中
山
小
学
校
４
人
の
計

16
人
の
６
年
生
児
童
が
、
８
月
５
日
か
ら
８

日
ま
で
の
３
泊
４
日
の
日
程
で
嘉
手
納
町
を

訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬
に
大
山
町
を
訪

れ
て
い
る
嘉
手
納
町
の
友
達
と
の
再
会
を
喜

び
、
お
互
い
に
友
情
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

因
伯
の
塔
な
ど
の
沖
縄
戦
跡
や
嘉
手
納
基

地
を
通
し
て
の
平
和
学
習
や
小
学
校
訪
問
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し

ま
し
た
。
児
童
は
、
大
山
町
の
代
表
と
し
て

自
覚
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
堂
々
と

果
た
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
成
長
し
て
大

山
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

児
童
の
感
想

・
因
伯
の
塔
で
、「
鳥
取
県
の
人
た
ち
の
塔

な
ん
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、
悲
し
か
っ
た
で

す
。
な
ん
で
こ
ん
な
戦
い
で
た
く
さ
ん
の
人

が
命
を
お
と
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

・
沖
縄
の
海
は
鳥
取
の
海
と
違
っ
て
、
み
ど

り
っ
ぽ
い
海
で
は
な
く
、
青
く
す
き
と
お
っ

て
い
て
き
れ
い
で
し
た
。
海
の
中
に
も
ぐ
っ

て
み
る
と
、
砂
が
白
く
て
き
れ
い
で
し
た
。

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
が
１
月
に
来
た
友
達
の

家
だ
っ
た
の
で
も
と
も
と
仲
が
良
か
っ
た

け
ど
、
今
回
の
沖
縄
訪
問
で
も
っ
と
仲
良
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
く
参

加
し
た
人
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
前

に
参
加
し
て
い
た
け
ど
あ
ま
り
話
さ
な
か
っ

た
人
と
も
た
く
さ
ん
話
し
て
仲
良
く
な
る
事

が
で
き
ま
し
た
。体験活動通じて

たくましく
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まちの話題

体験活動通じて
たくましく

子ども会リーダー研修会
　

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
7
月
31
日
か
ら
8
月

1
日
の
2
日
間
、
大
山
青
年
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
体
験
活
動
を
行
う
も

の
で
、
今
年
は
町
内
の
小
学
校
か
ら
79
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
体
験
活
動
で
は
、
竹
を
使
っ
て
水
鉄
砲
を
作

る
「
ク
ラ
フ
ト
」
と
、自
然
を
活
用
し
た
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
」、
野
外
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
作
る
「
ク
ッ

キ
ン
グ
」
の
3
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方
や
、
野
外
で
の
活
動
や
調

理
に
悪
戦
苦
闘
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
で
き
あ
が
っ
た
昔
な
が
ら
の
水
鉄

砲
や
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
手
に
す
る
子
ど
も
た
ち
は
と

て
も
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
し
た
。

　

2
日
目
は
赤
松
の
池
に
移

動
し
カ
ヌ
ー
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
カ
ヌ
ー
で

思
う
よ
う
に
漕
げ
な
い
子
ど

も
や
、
慣
れ
た
様
子
で
漕
ぎ

出
す
子
ど
も
と
様
々
で
し
た

が
、
最
後
に
は
赤
松
の
池
を

一
周
し
、
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
自
然
を
満
喫
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

閉
講
式
に
は
み
ん
な
疲

れ
き
っ
た
表
情
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
充
実
し
た
2
日
間

だ
っ
た
よ
う
で
「
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

竹を使って水鉄砲作りに挑戦

大韓民国襄
ヤンヤン

陽郡の
中学生と交流

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業

が
８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で

行
わ
れ
、
大
山
中
学
校
の
生
徒

10
人
（
１
年
生
３
人
、
２
年
生

２
人
、
３
年
生
５
人
）
と
法
本

教
頭
を
始
め
と
す
る
引
率
団
３

人
の
総
勢
13
人
が
、
大
韓
民
国

江
原
道
襄
陽
郡
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
か

ら
続
く
こ
の
交
流
事
業
は
今
回

で
７
回
目
で
、
訪
韓
は
４
回
目

と
な
り
ま
す
。
両
国
の
子
ど
も

た
ち
が
行
き
来
す
る
こ
と
で
異
文
化
を
理
解
し
、
お

互
い
の
国
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

襄
陽
郡
庁
へ
は
午
後
10
時
過
ぎ
に
着
き
、
対
面
式

終
了
後
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
襄
陽
郡
内
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
生
徒
た
ち
と
、
古
刹
「
洛
山
寺
」
や
先
史
時
代
の

歴
史
と
生
活
ぶ
り
が
分
か
る
オ
サ
ン
リ
先
史
遺
跡
博

物
館
、
小
川
の
魚
を
網
で
取
る
体
験
が
で
き
る
テ
ー

マ
村
な
ど
を
訪
問
し
な
が
ら
こ
と
ば
の
壁
を
乗
り
越

え
、
少
し
の
韓
国
語
、
英
語
を
交
え
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
短
い
日
程
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
や
襄
陽
郡
関
係
者
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
来
年
の
訪
日
を
約
束
し

て
帰
国
し
ま
し
た
。

両国の生徒が景勝地「河
ハ ジ ョ デ

趙台」で記念撮影

生
徒
の
感
想

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
家
族
は
、
着
い
た
の
が

遅
か
っ
た
の
に
笑
顔
で
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
言
葉
が
違
う
者
同
士
、
お
互
い
一
生
懸

命
伝
え
合
お
う
と
し
た
事
が
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
1
年
生
）

・
一
番
楽
し
く
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
愛
情
深
く
短
い
期
間
で

も
本
当
の
子
ど
も
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
、
優
し
く
て
温
か
く
て
毎
朝
お
い
し
い

朝
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
、
優
し
く

て
明
る
く
て
絵
や
作
品
を
見
せ
て
喜
ば
せ
て
く
れ

た
友
。
こ
の
家
族
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
一
生
の

宝
物
に
な
り
ま
し
た
。（
3
年
生
）
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大
山
の
恵
み
発
信
！

大
阪
で
大
山
恵
み
の
里
フ
ェ
ア

　

大
阪
府
豊
中
市
千
里
中
央
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
せ
ん
ち
ゅ
う
パ
ル
で
9
月
7
日
（
日
）、

『
大
山
恵
み
の
里
フ
ェ
ア
』
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
「
大
山
の
梨
」
に
名
前
が
統
一
さ

れ
た
今
が
旬
の
二
十
世
紀
梨
、農
産
物
加
工
品
、

海
産
物
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
大
山
」
を
「
だ
い
せ
ん
」
と
読
ん
で
も
ら
お

う
と
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
観
光
宣
伝

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
は
「
大
山
は
自
然
が
良
い
よ

ね
」、「
毎
年
大
山
に
登
っ
て
る
よ
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
関
西
で
も
「
大
山
」
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
良
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

おひとつどうぞ

大
山
町
の
応
援
団

親
交
を
深
め
る　

　

大
山
町
出
身
で
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
に

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
大
山
町
を
応
援
し

て
い
た
だ
く
「
だ
い
せ
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」。

会
員
相
互
の
親
交
を
深
め
よ
う
と
9
月
6
日

（
土
）、
大
阪
で
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
な
ど
約
60
人
が
集
ま
り
懐
か
し

い
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
大
盛
り
上
が
り
。ま
た
、

大
山
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
手
、
桂
木
龍
さ
ん

が
ふ
る
さ
と
大
山
を
想
っ
て
作
詞
を
し
た
「
大

山
」
を
熱
唱
さ
れ
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　

大
山
町
を
さ
ら
に
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
情
報

課
（
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふるさと大山の話題で盛り上がりました

交通安全全国キャラ
バン隊がやってきた

　

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
と

交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た

「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
8
月
26

日
（
火
）、
大
山
町
役
場
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
全
国
を

７
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
、
各
コ
ー
ス

に
広
報
車
を
配
し
て
都
道
府
県
を
リ

レ
ー
し
て
交
通
安
全
に
関
す
る
各
種

啓
発
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
大
山
町
役
場
で

は
、
鳥
取
県
交
通
安
全
母
の
会
会
長

の
佐
々
木
周か

ね

子
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
総
勢
40
人

で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

式
の
最
初
に
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
に
託
さ
れ
た
国
の
交
通
対
策

本
部
長
で
あ
る
野
田
聖
子
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
山
町
か
ら
は
、
町
長

直
筆
の
「
思
い
や
り　

あ
ふ
れ
る

町
に　

事
故
は
な
し
」
と
書
か
れ

た
交
通
安
全
色
紙
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
歓
迎
と
激
励
の
気
持

ち
を
こ
め
て
御
来
屋
保
育
所
の
ひ

ば
り
組
（
年
長
児
・
11
人
）
に
よ

る
「
交
通
安
全
の
歌
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
歌
声
に
会

場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

出
席
者
は
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
交
通
安
全

の
啓
発
活
動
に
さ
ら
に
力
を
入
れ

よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
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だいせんげんきっ子
『ネイチャーキャッチ２００８』
　　　　大山保育所

  みんなで子育て！
祖父母が草取りボランティア

　「少しでも地域の子育ての力になれたら」と所

子保育所では８月８・９・30 日の３日間、園児

の祖父母有志が草取り作業などを行いました。早

朝と夕方の涼しい時に延べ 60 人余りの方が参加

して、花壇の草取りや園舎のまわりの草刈り、樹

木の剪定と保育所がみるみるうちにきれいになり

ました。ダンプや重機、堆肥の提供もあり、保育

所の念願だった大きな野菜畑も完成。食育の計画

も広がりました。

　参加者の中には「孫が保育所をきれいにしてく

れてありがとうと言ってくれた」とうれしそうに

話される方もありました。保育所ではこのような

触れ合いを大切にしながら、これからも祖父母の

方々や地域の皆さんの中で子育てができる保育所

を目指していきます。

　

大
山
保
育
所
の
年
長
児
（
14
人
）
と
そ
の
保
護
者
が
8

月
9
日
（
土
）、
大
山
青
年
の
家
で
身
近
な
自
然
に
親
し

む
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ャ
ッ
チ
』
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

自
然
物
を
使
っ
て
の
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
の
後
、
森
の
中

で
ク
ズ
の
葉
っ
ぱ
を
鳴
ら
し
て
み
た
り
、
た
く
さ
ん
の
ト

ン
ボ
や
バ
ッ
タ
を
追
い
か
け
た
り
し
て
自
然
と
触
れ
合
い

ま
し
た
。
炊
事
で
は
、
薪
割
り
に
野
菜
切
り
に
と
み
ん
な

で
分
担
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
は
天
下
一
品
で
し
た
。

　

夜
に
は
天
体
望
遠
鏡
を
覗
き
、
子
ど
も
た
ち
は
く
っ
き

り
見
え
た
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を「
山
が
噴
火
し
た
み
た
い
」

「
月
の
で
こ
ぼ
こ
が
見
え
た
」
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

寝
こ
ろ
ん
で
夜
空
を
見
上
げ
、
星
座
の
物
語
を
聞
き
な
が

ら
、
夢
を
追
い
か
け
宇
宙
の
広
さ
に
感
動
し
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
父
さ
ん
と
の
楽
し
い
夏
の
思
い
出

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
す
ぐ
そ
ば
に
自
然
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
保
育
所
で
は
た
く

さ
ん
の
経
験
や
体
験
を
通
じ
て
、
つ
よ
く
た
く
ま
し
い
だ

賑わいました
いさい踊り盆踊り大会

　

い
さ
い
踊
り
盆
踊
り
大
会
が
８
月
18
日

（
月
）、
中
山
公
民
館
前
駐
車
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
雨
模
様
の
天
気
が
続
き
当
日
の

天
候
が
心
配
で
し
た
が
、
雨
も
降
る
こ
と

な
く
、
中
山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
の
み
な

さ
ん
の
唄
や
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
大
勢
の
み

な
さ
ん
の
踊
り
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
が
つ
く
る
「

納
涼
」
イ
ベ
ン
ト

　

８
月
16
日
（
土
）、
大
山
公
民
館
で
「
納
涼
の
夕
べ
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
企
画
・
準
備
の

段
階
か
ら
地
元
所
子
地
区
の
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り

今
回
で
40
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。　

当
日
は
あ
い
に
く
開
会

直
前
に
雨
天
と
な
り
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
盆
踊

り
は
急
き
ょ
館
内
に
会
場

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
天
候
の
回
復
に
よ
り

花
火
大
会
は
予
定
通
り
実

施
。
40
回
目
を
祝
う
仕
掛

け
花
火
も
登
場
し
、
観
客

は
残
暑
の
夕
べ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

迫力のステージ発表
（ENJOY SMILE ハッピーズ） 

い
せ
ん
の
子
ど
も
に
育
つ
よ
う
保

育
を
し
て
い
き
ま
す
。

鷲見所長（大山青年の家）の説明を
聞きながら月や木星を観察しました
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毎
年
恒
例
の
「
盆
野
球
大
会
」
が
、

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー

ム
も
勝
利
を
目
指
し
て
奮
戦
し
ま
し
た
。

◆
中
山
地
区

　
　

（
８
月
14
日
・
22
チ
ー
ム
参
加
）

　

中
山
野
球
場
ほ
か
４
会
場
で
親
睦

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
決
勝
は
雨

の
中
で
行
わ
れ
１
対
１
の
熱
戦
で
し

た
が
、
雨
が
ひ
ど
く
な
り
両
チ
ー
ム

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

【
優　

勝
】
塩
津　

 

南
御
崎

【
第
３
位
】
長
野    

上
市

◆
名
和
地
区

　
　

（
８
月
14
日
・
９
チ
ー
ム
参
加
）

　

名
和
地
区
は
１
部
に
７
チ
ー
ム
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
に
２
チ
ー

ム
が
出
場
。
レ
ク
の
部
は
仲
良
く
両

チ
ー
ム
優
勝
、
１
部
は
1
点
を
争
う

好
ゲ
ー
ム
を
制
し
、
小
竹
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
が
３
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

（
1
部
）

【
優　

勝
】
小
竹
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

【
準
優
勝
】
西
坪
ク
ラ
ブ

【
第
３
位
】
オ
ー
ル
名
和

　
　
　
　

  

庄
内
ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ
Ｊ
ｒ

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
）

【
優　

勝
】
軍
鶏    

23
年
会

◆
大
山
地
区
（
所
子
地
区
）

　
　

（
８
月
14
日
・
12
チ
ー
ム
参
加
）

　

第
60
回
目
を
迎
え
た
所
子
地
区
野

球
大
会
は
、
谷
野
俊
紀
大
会
長
（
所

子
分
館
長
）
に
よ
る
始
球
式
で
開
幕

し
、
12
チ
ー
ム
が
優
勝
旗
を
目
指
し

て
競
い
ま
し
た
。

【
優　

勝
】
中
高
３
区

【
準
優
勝
】
国
信
Ａ

【
第
３
位
】
大
山
口　

平
木

★
殊
勲
選
手
賞

　

庄
司　

豊
（
中
高
３
区
）

　

神
坂　

聡
（
中
高
３
区
）

★
敢
闘
賞

　

後
藤　

稔
（
国
信
Ａ
）

　

提
嶋
健
太
（
国
信
Ａ
）

各
地
で
熱
い
戦
い
！１部優勝の小竹ローリングスチーム（名和地区）

〜
盆
野
球
大
会
〜雨の中の決勝戦（中山地区）

○
大
山
地
区
（
高
麗
地
区
）

　
　

（
８
月
15
日
・
８
チ
ー
ム
参
加
）

　

高
麗
地
区
ふ
れ
あ
い
野
球
大
会
に

は
８
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
は
途

中
で
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の

チ
ー
ム
も
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

【
優　

勝
】
平
田

【
準
優
勝
】
妻
木

【
第
３
位
】
保
田　

 

稲
光
・
富
岡

　
　
　
　

  

大会長による始球式（所子地区）

お互いの健闘をたたえあいました
（高麗地区）

子どもたちの
ために役立てて　

寄付金を町長に手渡す後田社長（右）

　

長
田
に
あ
る
サ
ン
グ
レ
ス
株
式

会
社
（
後
田
善
通
取
締
役
社
長
）

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
絵
本
の
購

入
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
9

月
11
日
、
20
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
向
け
の
図

書
購
入
費
の
寄
付
は
平
成
4
年
か

ら
毎
年
続
け
て
い
た
だ
い
て
お

り
、今
年
で
17
年
目
に
な
り
ま
す
。

  

８
月
24
日
（
日
）、
第
４
回
大
山

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
大
山
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

大
山
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
19
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

  

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】　

種
原

【
準
優
勝
】　

荘
田

【
第
３
位
】　

大
山
口　

 

赤
松

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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大山恵みの
里だより
   vol.10

生
産
者
と
飲
食
業
者
が
交
流

少
量
の
出
荷
で
も
Ｏ
Ｋ

公
社
配
送
シ
ス
テ
ム
が

ス
タ
�
ト
し
ま
す

　（財）大山恵みの里公社     TEL　0859‐39‐5016　　FAX　0859‐53‐3163
　 役場大山振興課　　        TEL　0859‐53‐3313　　FAX　0859‐53‐3163

　

公
社
で
は
10
月
か
ら
2
㌧
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
配
送
シ
ス
テ
ム
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
、
生
産
者
登
録
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
町
内
3
カ
所
の
集
荷
場
に
野
菜
な
ど
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
き
、
公
社
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
ス
ー
パ
ー
や
町
内
の
旅
館
や

飲
食
店
な
ど
に
配
送
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
少
量
し
か
作
ら
れ
て
い
な
い
方
で
も
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

公
社
で
は
引
き
続
き
ご
登
録
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※問い合わせ先

  

8
月
21
日
（
木
）
に
町
内
の
畜
産
農
家
と
米
子
市
内
の

ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
を
は
じ
め
と
し
た
4
人
が
交
流
し
ま
し

た
。
今
回
は
大
山
町
内
の
食
材
を
使
い
た
い
と
い
う
ホ

付いた「商い」、「コミュニケーション」などをテー

マに数多くの講演を行っている。従来の枠にとらわ

れないユニークな発想は多くの人を惹きつけ、画期

的でありながら親近性、庶民性を失わない姿勢は随

一。富山ちんどんコンクール 7回の優勝経験と、過

去 20 数回に及ぶ海外公演の実績、幅広い人脈と絶

大な人望にて、全世界の街角、店頭で活躍中。

● 講師紹介

　ちんどん通信社リー

ダー、有限会社東西屋代

表取締役

　商工会、大学などで

市
しせい

井（＝庶民）感覚に根

大山恵みの里づくりセミナー（第 5回・商い）

『商売繁盛！宣伝・催事の極意』
         ～ちんどん屋的発想の可能性～

　商売の街「大阪」でちんどん屋として培った宣伝、

サービス、おもてなしのコツをお教えします。どなた

にも応用でき、講演後には 5人編成によるバラエティ

ちんどんショウも行いますので楽しんでいただけま

す。ぜひご参加ください！！

● 主催　（財）大山恵みの里公社

● 協賛　大山町

林幸治郎 氏日時：１０月１９日（日）
午後５時００分から

場所：  中山温泉・生活想像館わくわくホール
　　　　　　　　　　　（大山町赤坂 708 番地）

●講師：林幸治郎 氏（有限会社東西屋代表取締役）

お知らせ

●受講料：無料

テ
ル
側
の
要
望
が
あ
り
実
現
し
ま
し

た
。
商
談
後
に
実
際
に
商
品
の
肉
を

食
べ
な
が
ら
生
産
の
苦
労
や
こ
だ
わ

り
を
話
し
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
産
現
場
も
視
察
し
飲
食
業
者
に
生

産
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
の
配
送
シ
ス
テ
ム
で
は

飲
食
業
者
へ
の
食
材
供
給
も
考
え
て

い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
大
山
の
恵
み
を

売
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日本一のちんどん屋が語る
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●本館

「作ってみよう！自分だけの絵本」

　日時：11 月 1日  14:00 ～ 16:00　

「民工芸品展示」

　期間：10 月上旬　

「本のリサイクル交換市」（左ページをどうぞ）

●名和分館

「町民作品とその関連本展示」

　期間：10 月１日～ 10 月 31 日

　場所：名和公民館

「ペーパーバッグ作り」

　日時：10 月４日  10:00 ～

　場所：名和公民館

●大山分館

「リサイクル市」

　日時：10 月 25・26 日　8:30 ～ 17:00　

　場所：大山公民館　

   廃棄処分の雑誌を自由にお持ち帰りください。

一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

★ いのちなりけり / 葉室麟　　　　　　　　　　★ 自己肯定感ってなんやろう？ / 高垣忠一郎

★ ひかりの剣 / 海堂尊　　　　　　　　　　　　★ 恋する落語 / 稲田和浩

★ 武士道セブンティーン / 誉田哲也 　　　　  　★ なぜあなたは食べすぎてしまうのか / 矢崎智子

★ 眼と太陽 / 磯崎憲一郎　　　　　　　　　　　★ 庭で飼うはじめてのみつばち / 和田依子

★ プラチナタウン / 楡周平　　　　　　　　　　★ オリーブオイル和食 / 青木敦子

★ うたうひと / 小路幸也　　　　　　　　　　　★ 楽しい自費出版のススメ / 新出安政

★ 左近の桜 / 長野まゆみ　　　　　 　　　　　  ★ ウィキペディア革命 / ピエール・アスリーヌ

★ 八月十五日の夜会 / 蓮見圭一　　　　　　 　  児童・絵本

★ おそろし / 宮部みゆき　　　　　               　★ はっきよい畑場所 / かがくいひろし

 エッセイ                                                     ★ ぞうとかぼちゃ / あべ弘士

★ クレヨン王国虫鳥花獣四季彩々 / 福永令三   　★ どんどこどん / 和歌山静子　　

★ 小高へ / 島尾伸三                                  　  ★ でんしゃがまいります / 秋山ともこ

★こんなことでよろしいか / 佐藤愛子                ★ 里山百年図鑑 / 松岡達英　　

10 月 27日～ 11月 9日は

「おもわぬ出会いがありました」

 

 

                  

 

今年の
標語は

読書週間です
　「読書週間」の始まりは、昭和 22 年、終戦の 2年後、まだ戦火の傷痕が至るところに残ってい

るとき、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決意をひとつに、出版社、取次会社、

書店と公共図書館が力を合わせ、第１回「読書週間」が行われました。それから 60年が過ぎ、「読

書週間」は国民的行事として定着しました。

　町立図書館は、「本のリサイクル交換市」をはじめ、

様々な催しをします。本との「おもわぬ出会い」を

楽しんでみては、いかがでしょう。

『ターシャ･テューダの言葉　思うとおりに歩めばいいのよ』

ターシャ・テューダ／著 メディアファクトリー

  ６月に亡くなった米国の絵本作家。

彼女の生活スタイルこそが、今でいう

「スローライフ」そのもの。９２歳ま

で元気に絵を描き、ガーデニングを楽

しみながら自給自足を営む彼女の気負

いない言葉が、写真とともに紹介され

た一冊です。

司書のおすすめの本

　何かと忙しい現代人、とても彼女の真似は出来ないけ

どふっと立ち止まって無理をしないゆったりとした日常

を送りたいと思われる方、秋の夜長をこの本といっしょ

に過ごしてみませんか。（た）

図書館企画
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図書提供のお願い

募集期間

１０月２４日（金）～１０月３１日（金）　１０時から１７時まで

※ 27日（月）は除く

日時　１１月３日（月）文化の日　9時～ 16時

場所　町立図書館 本館（中山温泉館近く）

読書週間企画
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シリーズ 　愛育委員会です　その⑥
   高く澄んだ空　さわやかな風　本格的な秋となりました。

スポーツの秋、読書の秋、食欲の秋、芸術の秋などなど…。

自分好みの秋を見つけましょう。愛育委員会のお薦めは『町

内散策ウォーキング』。歩きながら大山町の良さを再発見し

たりメタボ予防にも、と一石二鳥です。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート
＊視察研修で行った篠山市
いぬい福祉村で使われてい
た「心」の文字をデザイン
したハートのマーク。愛育
委員会も心が伝わるような
活動を目指しています。

　とりぎん文化会館小ホールで『子宮がん検診について』紀

川純三先生（鳥取医大がんセンター長）の講演と『がんを体

験して思うこと』と題して松浦智子さん（あけぼの鳥取）の

お話がありました。

　近年、子宮がんの罹患率は若い年代２０～３０代に増加の

傾向がみられます。女性の死亡率のなかでは子宮がんは乳が

んに次いで高くなっています。日本人の場合、子宮頸がんが

８０％ですがその原因はHPVウィルスの感染といわれてい

ます。最新医療では予防ワクチンもあり接種も検討されてい

るようですが、実施にはまだまだ時間が必要です。なんといっても検診による早期発見がもっと

も有効な対策といえます。短時間で痛みも無く検診でき、早期に見つかればほぼ 100％治癒しま

す。他県では２年に１回の検診ですが鳥取県では毎年受診できます。ぜひこれを利用して検診を

受けてください。

 9
 2

ごみや空き缶のポイ捨てはやめましょう !!

7

21
◎ 講演会におこしください。
大山町福祉保健課企画　講演会

 『乳がんについて』
講師：野坂仁愛先生
         （山陰労災病院外科医師）

日時：１０月１７日（金）

          19：00 ～ 20：30pm
場所：福祉保健センターなわ

  真夏の暑さだった『海の日』

に、平田、末吉海岸でごみの

分別回収を手伝いました。汗

をふきふきテトラポットの中

までごみの回収を一生懸命手

伝ってくれた子どもたち！き

れいになった海岸に子どもた

ちの笑顔が似合います。

《海岸清掃のボランティアに参加》

平成２０年がん征圧大会スローガン

～検診と日々の暮らしでがん予防～

《第 36 回鳥取県がん征圧大会へ》

　昨年、愛育委員会では「あけぼの鳥取」のご協

力を得て乳がんについて研修し、２年に１度のマ

ンモグラフィー検診と月に１度の自己検診の大切

さを勉強しました。今回も「あけぼの鳥取」の松

浦さんがご自身の体験をとおして「まさか」では

なく「もしかしたら」と考えてマンモグラフィー

検診をうけてください」と話されました。

　大山町の子宮がんの検診率は平均 20%、乳がんの

検診率は同じく平均 17%です。

　残念ながら年々受診される方が少なくなってきて

います。自分にとってはもちろんのこと、家族にとっ

ても社会にとっても大切な命です。

まずは自分の体に優しく向き合って検診をうけま

しょう。「もしかしたら…」と。

《忘れていませんか？マンモグラフィー検診と自己検診》



平成 20年 10 月号15

人
権
問
題
は

　

  　
　

自
分
の
問
題

　

大
切
な
こ
と
は
、
女
性
の
人
権
問
題
を

考
え
る
と
き
、
こ
れ
は
女
性
の
人
権
問
題

だ
か
ら
女
性
が
本
気
に
な
れ
ば
良
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ

ば
女
性
の
人
権
問
題
は
女
性
の
み
の
問
題

で
は
な
く
、
男
性
・
女
性
と
も
に
人
権
感

覚
を
考
え
て
い
く
問
題
で
あ
る
こ
と
と
い

う
視
点
が
大
切
で
す
。

　

人
権
問
題
は
決
し
て
当
事
者
だ
け
が
解

決
す
る
問
題
で
な
く
、
み
ん
な
で
解
決
す

る
問
題
、
ひ
い
て
は
自
分
自
身
考
え
解
決

す
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
視
点
・
感
覚
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

※
引
用
参
考
資
料 

　

鳥
取
県
人
権
意
識
調
査
報
告
書

    　
　
　
　

平
成
17
年
12
月　

鳥
取
県

人権のつぼ 40
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

意
識
調
査
の
結
果
か
ら

　

平
成
17
年
2
月
に
実
施
さ
れ
た
「
鳥
取

県
人
権
意
識
調
査
」
の
な
か
に
、
女
性
の

人
権
に
か
か
わ
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
な
か
に
あ
る
「
女
性
が
人
権
侵
害

を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と

き
で
す
か
」
と
い
う
設
問
項
目
の
集
計
結

果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
が
人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
と
感

じ
る
場
面
は
、「
社
会
や
地
域
に
残
る
し

き
た
り
や
習
慣
」
に
44
・
７
％
と
最
も
多

く
、「
家
庭
内
で
の
家
事
や
育
児
、
介
護

な
ど
の
分
担
」
に
41
・
０
％
、「
職
場
に

お
け
る
男
女
間
の
格
差
」
に
33
・
６
％
な

ど
と
高
い
数
字
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
買
売
春
や
ヌ
ー
ド
写
真
な
ど
に

見
ら
れ
る
性
の
商
品
化
」
に
21
・
８
％
や

「
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
身
体
的
・
心
理
的

暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
＝
Ｄ
Ｖ
）」
に
21
・
０
％
と
、
高
い
認

識
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
女
性
か
ら
見
て
人
権
侵
害

に
か
か
わ
る
問
題
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
に

社
会
に
認
識
さ
れ
た
り
理
解
さ
れ
た
り
し

て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

女
性
の
視
点
か
ら
考
え
る
人
権
問
題

〜
小
地
域
懇
談
会
、
み
ん
な
で
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
〜

　

今
年
度
は
こ
の
よ
う
な
事
例
な
ど
を
含

め
て
、
小
地
域
懇
談
会
で
、「
女
性
の
視
点

で
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」
を
内
容
に
し

て
、
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■ 今年度の小地域懇談会

とき 10 月下旬から12 月中頃まで

ところ 各区・部落の集会所など
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農地の転用には農地法の許可が必要です

　農地は農業生産の基盤であり、食料の生産はもとより景観・環境保全や防災など、

重要な機能と役割も果たしています。しかし、一度農地以外のものにされると元に

もどすことが難しく、許可なく勝手に農地以外のものに転用すると計画的な土地利

用ができず、周辺農業へ支障を生じることがあるなど周りの皆さんの迷惑になります。

　そのため、農地を転用する場合には、原則として都道府県知事などの許可の手続

きが必要なのです。

　農地を転用して住宅や工場

などを建設する場合、農地法

以外にも農振法や都市計画法

等の他法令によって建設など

が規制される場合があります。

　この場合には、他法令によ

る許認可などが得られる見通

しがない限り農地転用の許可

は行われません。

転用許可の判断基準

　市街地に近接した農地や生産力の低い農地などから順次転用されるよう誘導する

ため、立地基準（農地区分）に応じ次により転用の可否が判断されます

農用地区域内農地
原則転用できません。転用するためには
区域からの除外が必要です。

転用許可が必要

市街化区域内農地
届出で転用可

あらかじめ農業委員会に
届出をすれば許可は必要
ありません

↑
農
業
振
興
地
域
↓

農地区分 要件 許可の方針

農用地区域内農地
市町村が定める農業振興地域整備計画において

農用地区域とされた区域内の農地

原則不許可

甲種農地
市街化調整区域内の
・農業公共投資後８年以内の農地
・集団農地で高性能農業機械での営農可能農地

原則不許可
ただし、土地収用法認定事業
等の公益性の高い事業（第１
種農地の場合を更に限定）の
用に供する場合等は許可

第１種農地
・集団農地（２０ｈａ）

・農業公共投資対象農地

・生産力の高い農地

原則不許可
ただし、土地収用法対象事業
等の公共性の高い事業の用に
供する場合等は許可

第２種農地
・農業公共投資の対象となっていない小集団の
生産力の低い農地
・市街地として発展する可能性のある農地

第３種農地に立地困難な場

合等に許可

第３種農地
・都市的整備がされた区域内の農地

・市街地にある農地
原則許可

問い合わせ先　農業委員会　☎０８５８－５８－６１１５

【
10
月
の
農
業
委
員
相
談
日
】　

10
月
6
日
（
月
）
中
山
支
所
、
10
月
15
日
（
水
）
名
和
公
民
館
、
10
月
27
日
（
月
）
大
山
支
所
（
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
）
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麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種

〜
早
め
の
接
種
を
〜

☆
中
学
校
1
年
生
・

高
校
３
年
生
の
方
へ

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
5
年
間
、
中

学
1
年
生
と
高
校
3
年
生
相
当
の
方

は
、
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
が
定

期
接
種
（
法
律
で
定
め
ら
れ
た
予
防

接
種
）と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
2
回
目
の
麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
高
い
予
防
効
果
を
得
る
た
め
の

も
の
で
す
。
今
ま
で
に
麻
し
ん
、
風

し
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
を
受
け

て
い
る
方
、
片
方
だ
け
受
け
て
い
る

方
、
全
く
受
け
て
い
な
い
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
間
は
平
成

21
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
接

種
を
し
て
い
な
い
方
は
、
決
め
ら
れ

た
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
い
た
だ

き
、
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

☆
1
歳
〜
2
歳
未
満
・

小
学
校
就
学
前
の
年
長
児

の
保
護
者
の
方
へ

  

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。
無
料
で
受
け

ら
れ
る
期
間
は
、
1
歳
〜
2
歳
未

満
と
、
年
長
児
は
平
成
21
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
の
方
は
早

め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

該
当
の
方
に
は
す
で
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
予
防
接
種
に

行
か
れ
る
際
は
必
ず
事
前
に
医
療

機
関
へ
予
約
を
し
て
母
子
手
帳
を

持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

乳
が
ん
に
負
け
な

い
た
め
に

　

乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
罹
患
率
第

１
位
で
、
約
20
人
に
1
人
が
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
30
歳
代

を
超
え
る
と
増
え
始
め
、
40
歳
代
か

ら
50
歳
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
乳
が
ん
に
つ

い
て
の
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

19
時
〜
20
時
30
分

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
内
容　

　

講
演
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

　
　

山
陰
労
災
病
院
第
3
外
科

　
　

野
坂
仁
愛
医
師

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

日
本
紅こ
う
は
ん斑
熱
に
よ

る
死
亡
例
の
発
生

に
つ
い
て

　

宮
崎
県
で
日
本
紅
斑
熱
に
よ
る
死

亡
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
紅

斑
熱
は
西
日
本
南
部
で
の
発
生
が
多

く
、
県
内
で
も
昨
年
１
件
の
患
者
発

生
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
紅
斑
熱
は
病
原
体
を
保
有
し

た
マ
ダ
ニ
か
ら
の
刺
咬
に
よ
っ
て
感

染
し
ま
す
。
予
防
と
早
期
診
断
・
早

期
治
療
が
重
要
で
す
の
で
、
疑
わ
し

い
症
状
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る
野
山
、

畑
、
草
む
ら
な
ど
に
出
か
け
る
時
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
で
肌
の

露
出
を
少
な
く
し
防
虫
ス
プ
レ
ー

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

② 

直
接
草
む
ら
や
地
面
に
座
っ
た

り
衣
服
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
新
し

い
服
に
着
替
え
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
紅
斑
熱
と
は

・
日
本
紅
斑
熱
リ
ケ
ッ
チ
アR

ickettsia 

japonica

に
よ
る
感
染
症
で
、
病
原
体
を

保
有
し
た
マ
ダ
ニ
の
刺
咬
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

・
主
な
症
状
は
、
２
〜
10
日
の
潜
伏
期
間

の
後
、
倦
怠
感
や
頭
痛
、
悪
寒
を
伴
っ
た

高
熱
、
発
疹
、
刺さ

し
口ぐ
ち

な
ど
で
す
。
重
症

化
す
る
と
、
多
臓
器
不
全
、
播
種
性
血
管

内
凝
固
な
ど
を
起
こ
し
て
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

桶
胴
太
鼓
一
式
を

整
備 
名
和

轟
と
ど
ろ
き

太
鼓

　

こ
の
ほ
ど
名
和
轟
太
鼓
に
、
桶

胴
太
鼓
（
英
哲
型
）
８
台
ほ
か
一

式
が
納
品
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と

し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
「
平
成
20
年
度
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
助

成
金
（
２
５
０
万
円
）
を
受
け
て

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

名
和
轟
太
鼓
は
名
和
中
学
校
の

生
徒
で
構
成
さ
れ
、
青
少
年
の
健

全
育
成
と
地
域
の
活
性
化
、
振
興

の
一
助
と
な
る
べ
く
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
、
学
校
行
事
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。



18平成 20 年 10 月号

お　

知　

ら　

せ

行
政
相
談
週
間

10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日
（
日
）

　

行
政
相
談
制
度
は
、
役
所
の
仕
事

（
国
、
特
殊
法
人
、
県
や
市
町
村
の

仕
事
）
に
つ
い
て
、「
苦
情
が
あ
る
」

「
説
明
や
措
置
に
納
得
で
き
な
い
」

「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や
要
望
を
受

け
付
け
、
公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
、

そ
の
解
決
の
促
進
な
ど
を
図
る
制
度

で
す
。

◆
委
員
に
よ
る
相
談
所

　

大
山
町
で
は
３
人
の
行
政
相
談
委

員
さ
ん
（
総
務
大
臣
が
委
嘱
）
に
よ

り
、
毎
月
１
回
各
地
区
を
会
場
に
相

談
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

【
大
山
町
行
政
相
談
委
員
さ
ん
】

中
山
会
場
：
谷た

に
ぐ
ち口

智と
も
あ
き昭

さ
ん
（
上
市
）

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
２
８
１

大山口乗継バス
通し運賃へ
１０月１日から大山口駅経由

乗継便のバス運賃（９２０円）

が直行便と同額（７５０円）

に改定されます。

（※運賃は佐摩・米子間の例です）

運転免許試験場が移転
9月 28 日営業開始

北栄町由良宿の鳥取県自動車運転免許試験場が下記住所へ移転します。

新住所：東伯郡湯梨浜町上浅津 216 番地（☎ 0858-35-6110）

東郷池西側の

羽合臨海公園横です

◆バス（倉吉駅から）※ 10月 1日ダイヤ改正後

　橋津線下り（はわい温泉経由）小浜行き

　倉吉駅発（8:12、8:36）→運転免許試験場（8:35、8:59）

◆自動車利用　国道 9号長瀬新川入口交差点から約 10分

体
力
テ
ス
ト
を

し
ま
す

　

大
山
町
体
育
指
導
委
員
で
は
10
月

19
日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら
、
大
山

中
学
校
体
育
館
で
「
大
山
町
体
力
テ

ス
ト
」
を
開
き
ま
す
。
参
加
は
無
料

名
和
会
場
：
松ま

つ
お
か岡

久く

み

こ

美
子
さ
ん
（
上
坪
東
）    

   

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
３
０
８

大
山
会
場
：
清し

み

ず水
剛た

け
ふ
み文

さ
ん
（
上
野
）

   

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
２
２

10
月
の
相
談
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
中
山
会
場
〕

日
時　

10
月
27
日
（
月
）

　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
か
や
ま

〔
名
和
会
場
〕

日
時　

10
月
1
日(

水)

　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

〔
大
山
会
場
〕

日
時　

10
月
８
日
（
水
）

　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん

◆
米
子
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

　

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、
次

の
日
程
で
米
子
合
同
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
各
行
政

機
関
な
ど
が
直
接
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ

る
法
律
相
談
も
あ
り
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
米
子
合
同
行
政
相
談
所
】

日
時　

10
月
20
日
（
月
）

　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」（
４
階
会
議
室
）

司
書
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す　

◆
勤
務
場
所　

町
内
の
中
学
校

◆
応
募
資
格　

司
書
ま
た
は
司
書
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

◆
従
事
期
間　

平
成
20
年
10
月
下
旬

〜
平
成
21
年
3
月
ま
で

◆
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

（
８
時
間
勤
務
）

◆
賃
金　

１
時
間
あ
た
り
８
１
０
円

◆
応
募
方
法　

臨
時
職
員
登
録
申
請

書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
学

校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）

◆
申
込
期
限　

10
月
15
日
（
水
）　

◆
選
考
方
法　

面
談
の
う
え
決
定
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
名
和

公
民
館
内
）
ま
で

　

☎
０
８
５
９
ー
54
ー
５
２
１
１　

で
事
前
申
込
も
不
要
で
す
。
20
歳

以
上
の
健
康
な
方
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
運
動
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き

用
運
動
靴
を
持
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

募　

集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

　

大
山
町
総
合
文
化
祭
に

　
　

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時

　

10
月
25
日
（
土
） 

10
時
〜
16
時

　

10
月
26
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

◆
会
場　

大
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
概
要

・
出
店
ス
ペ
ー
ス　

長
机
1
枚
程
度

（
テ
ン
ト
内
に
な
る
予
定
で
す
）

・
机
、
イ
ス
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す

・
出
店
は
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
勤

務
者
の
方
に
限
り
ま
す

・
出
品
物
は
各
自
で
管
理
願
い
ま
す

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局

で
ス
ペ
ー
ス
を
調
整
し
ま
す

◆
申
込
項
目

・
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
内
容
（
取

扱
品
な
ど
）

◆
申
込
締
切　

10
月
17
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
先

　

大
山
公
民
館

   

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３
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お　

知　

ら　

せ

時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３１日
６：00 こんにちは 大山町役場です⑦ 最近の出来事 ９月号３ 最近の出来事 １０月号

最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号３

７：00 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号２

最近の出来事 ８月号３

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00 こんにちは 大山町役場です⑦ 最近の出来事 ９月号３ 最近の出来事 １０月号

最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号３

13：00 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号２

最近の出来事 ８月号３

14：00

15：00 こんにちは 大山町役場です⑦ 最近の出来事 ９月号３ 最近の出来事 １０月号

最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号３

16：00 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号２

最近の出来事 ８月号３

17：00

18：00

19：00

20：00 こんにちは 大山町役場です⑦ 最近の出来事 ９月号３ 最近の出来事 １０月号

最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号３

21：00 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号２

最近の出来事 ８月号３

22：00

23：00

0：00 こんにちは 大山町役場です⑦ 最近の出来事 ９月号３ 最近の出来事 １０月号

最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号２ 最近の出来事 ９月号３

1：00 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号 最近の出来事 ９月号２

最近の出来事 ８月号３

2：00

 

　前の週から放送して

いる番組は新しい番組

が準備出来しだい差し

替える予定です。また、

業務の都合により予定

どおり放送できないこ

ともありますのでご了

承ください。放送予定

が無い時間帯について

は、文字情報で行政情

報などを提供していま

す。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３１日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

10月

◆最近の出来事８月号３の内容

　○第 40回記念「納涼の夕べ」　

　○いさい踊り 盆踊り大会　○大山夏まつり

　○交通安全全国キャラバン隊メッセージ伝達式

　○（投稿）アートトラックが大集合！

混
合
粗
大
ご
み

の
処
理

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大

ご
み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
の
持
ち
込
み
場
所
へ
直
接
お
持

ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対

象
で
す
の
で
、
事
業
所
ご
み
の
持
ち

込
み
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　　　　 日　　時 持ち込み場所 手数料

10月19日（日）
  9 時～ 12 時

13 時～ 15 時
中山清掃センター

200 円／ 10kg

10月26日（日）
 9 時～ 12 時

13 時～ 15 時
名和クリーンセンター

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
役
場

　

本
庁
住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
8
‐
58
‐
６
１
１
１

○
混
合
粗
大
ご
み
と
は

　

燃
え
る
物
と
燃
え
な

い
物
が
一
緒
に
な
っ
て
い

て
、
自
力
で
の
分
別
が
困

難
な
粗
大
ご
み

○
過
去
に
持
ち
込
ま
れ
た

も
の

　

電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
ス
プ
リ
ン
グ
入

り
ソ
フ
ァ
ー
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
、
オ
ル
ガ
ン
、

電
気
コ
タ
ツ
、
ス
ピ
ー

カ
ー
、
木
製
の
台
付
き
ミ

シ
ン
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト



日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

大山町行事カレンダー10 2008．October 広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

人権相談 9：00 ～ 12：00
人権交流センター

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

人権相談、行政相談
13：00 ～ 16：00
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

保育所開放日　
１０：００～１１：００

11 月

育児学級
１０：００～１２：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操 13：30 ～ 15：00
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

健康相談
( 受付）13：30 ～ 14：00
 保健福祉センターなわ

人権相談 13：30 ～ 16：00
役場中山支所

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

大山町みんなの人権セミナー
「やさしく生きる」
19：30 ～ 21：00 生活想像館

おはなし図書館 
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
大山公民館

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

大山はまなすサイクリ
ング 2008９：３０～
ふるさとフォーラムなかやま
（スタート、ゴール）

保育所開放日 10：00～11：00

体育の日

犬・ねこのひきとり
１０：００～
　中山支所総合窓口課
１０：３０～
　住民生活課
１１：００～
　大山支所総合窓口課

大山秋の一斉清掃
９：００～
大山博労座駐車場

門脇家住宅一般公開
１０月２８日～１１月３日
  ９：００～１６：００

大山地区敬老会
１０：３０～１３：３０
大山総合体育館

敬老会（庄内・名和地区）
10：30 ～保健福祉センターなわ

敬老会（御来屋・光徳地区）
10：30 ～保健福祉センターなわ

第４回大山町軟式野球大会
８：３０～１６：００
大山野球場、大山農村運動広場

大山紅葉まつり
大山寺秋の例大祭
１０：００～

大山寺周辺
大山寺阿弥陀堂一般公開
１０：００～１６：００

やまびこ運動会（高麗
地区）
９：００～

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　  （財）大山恵みの里公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

   大山小学校 赤松分校

   ℡ 0859‐53‐8707

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

大山紅葉まつり
１０月２０日～１１月 5日

大助・花子の健康ウォー
キング大会８：００～淀江
どんぐり村から大山博労座駐車場、

１０：３０～大山まきばミルク
の里から大山博労座駐車場敬老会（中山地区）

１０：３０～
中山農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

栄養相談
１3：４５～１５：００

保健福祉センターなわ

和牛王国復活イベント
１３：２０～大山博労座駐車場

  法律相談
９：３０～１１：３０
保健福祉センターだいせん

行政相談 9：30 ～ 12：00
福祉センターなかやま

行政相談
９：３０～１２：００

保健福祉センターなわ

大山町総合文化祭
１０：００～１６：００
大山農村環境改善センター、
大山農業者トレーニングセン
ター

心配ごと相談
９：３０～１２：００

各福祉センター

心配ごと相談
9：30 ～ 12：00 各福祉センター

大山町総合文化祭
９：００～１５：００
大山農村環境改善センター、
大山農業者トレーニングセン
ター

農業委員相談日
１３：３０～１６：００

中山支所

農業委員相談日
１３：３０～１６：００

名和公民館

農業委員相談日
13：30 ～ 16：00 大山支所

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

第 8回町民ゴルフ大会
８：５０～
大山平原ゴルフクラブ

大山町体力テスト
1 ９：００～
大山中学校体育館

大山町戦没者追悼式
１０：００～
名和農業者トレーニングセンター

ペーパーバッグ作り 
１０：００～名和公民館

作ってみよう！
自分だけの絵本 
１４：００～１６：００
町立図書館本館

講演会
「乳がんについて」
１９：００～２０：３０
保健福祉センターなわ

大山恵みの里づくりセミナー
「商売繁盛 ! 宣伝・催事の
極意」１７：００～
生活想像館

下中山地区町民運動会　
１３：００～

庄内地区町民運動会　
９：００～

上中山地区町民運動会　
１３：００～

逢坂地区町民運動会　
１３：００～

大山分館運動会　
９：３０～

保育所運動会（上中山、光徳、
名和、御来屋、庄内、高麗、大山）
９：００～

保育所運動会（下中山、所子）
９：００～

大山寺阿弥陀堂一般公開
１０：００～１６：００

大山学講座
「大山寺の歴史」
１０：００～
大山公民館



種 別 月　日 場　所 時  間 対　象

胃がん検診
健康診査

10月  1 日（水）  中山公民館

( 受付）

 
 8:00 ～ 9:30

胃がん検診
　40歳以上の方
健康診査
 　40 ～ 74 歳：特定健診
 　20 ～ 39 歳：39 歳以下の健診
 　75 歳～　   ：75 歳以上の健診

10月  ２日（木）  中山公民館

10 月 14 日（火）  中山農村環境改善センター 

10 月 15 日（水）  中山農村環境改善センター 

10 月 20 日（月）  保健福祉センターなわ

種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布

10月 ６日（月）
保健福祉センター

なわ

13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就

学前の幼児

（6カ月に 1回受

ける）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯

ブラシ、コップを

お持ちください

11月 ６日（木）
中山農村環境改善

センター

11月  7 日（金）
中山農村環境改善

センター

乳幼児健診

10月 16 日（木）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 14:30

3 カ月～

      2 歳 6 カ月

母子健康手帳を

お持ちください
10月 31 日（金）

中山農村環境改善

センター

1歳6カ月・

3歳児健診
10月 ８日（水）

保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 13:30

1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します

予
防
接
種

ＢＣＧ 10月 28 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

ポリオ

10月 14 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 7 歳 6

カ月未満の未接

種者

個人通知します

10月 24 日（金）
保健福祉センター

だいせん

子どもの健診・予防接種のお知らせ

＊１歳６カ月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本となります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

10 月１日～ 11月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

10 月  ３日（金）

10月 17 日（金）

11月  ７日（金）

保健福祉セン

ターだいせん
13:30 ～ 15:00

ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

10 月 20 日（月）

10月 27 日（月）

11月 10 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 15:00

 10 月 10 日（金）

10月 24 日（金）

中山農村環境

改善センター
9:30 ～ 11:00

大山町包括支援

センター医師

健康相談

10月 10 日（金）
保健福祉セン

ターなわ

（受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談

医師・保健師・栄養士による各種

疾病の相談、心の相談。

どなたでも利用できますのでお出

かけください。

☆子どもの健診・予防接種、各種検診、健康相談、健康

づくりなどに関することは

保健福祉センターなわ内 福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防に関することは

保健福祉センターなわ内

大山町地域包括支援センター　　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級 10 月 10 日（金） 保健福祉センターなわ
（受付 9:30 ～）

10:00 ～ 12:00

保育所に行ってい

ない親子
  運動会

すくすく

広場

10 月  3 日（金）

ふれあい会館 10:00 ～ 11:30

保育所に行って

いない親子と妊

産婦

季節のあそび
10月 17 日（金）

10月 24 日（金）

11月  7 日（金）

栄養相談 10 月 28 日（火）
保健福祉センターなわ
＊ＢＣＧ予防接種の場で行います

13:45 ～ 15:00
3 カ月～ 1 歳

児の保護者

離乳食のミニ講

話、試食、栄養士、

保健師の相談

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター  開館時間：月曜日～金曜日（祝日は除く）8:30 ～ 17:15、第 2土曜日 8:30 ～ 13:30　○子育て

中のふれあいの場として、いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事

はどなたでも参加できます　○いつでも子育て相談できます（個別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行　

各種健（検）診のお知らせ

＊ 健 ( 検 ) 診には必ず該当票をお持ちください。忘れると受診できませんのでご注意ください。

＊ 健康診査には保険証、受診券が必要です。

＊ 料金、持ち物については「平成 20年度各種健診（検診）について」をごらんください。

＊ 健康診査、胃がん検診を希望される方は、前日午後１０時以降は飲食をしないでください。

＊ 大腸がん検診は集団検診の各会場で受け付けます。




